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○
規
　
　
　
　
　
則

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　
令
和
二
年
十
月
六
日

大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞
　

大
分
県
規
則
第
六
十
三
号

　
　
　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
　
　
　

　
　
　
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
大
分
県
規
則
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　
第
六
条
第
二
号
中
「
次
条
」
を
「
第
七
条
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
六
条
の
二
　
条
例
別
表
第
一
の
四
の
二
の
項
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
と
す
る
。

　
一
　
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
第
四
条
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
高
等
学
校
専
攻
科

　
　
修
学
支
援
金
（
大
分
県
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
高
等
学
校
の
専
攻
科
の
生
徒
（
次
号
に
お
い
て
単
に

　
　
「
生
徒
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
授
業
料
に
相
当
す
る
経
費
を
支
給
す
る
支
援
金
を
い
う
。
以
下
同

　
　
じ
。
）
の
受
給
資
格
の
認
定
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申

　
　
請
に
対
す
る
応
答
に
関
す
る
事
務

毎
週
　
火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）
　
発
行
人
　
大
　
分
　
県
　
　
編
集
　
三
恵
印
刷
株
式
会
社
　
　
（
定
価
　
一
箇
年
　
三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

　
二
　
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
第
十
七
条
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
高
等
学
校
専
攻

　
　
科
修
学
支
援
金
の
受
給
権
者
に
係
る
保
護
者
等
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）

　
　
第
十
六
条
に
規
定
す
る
保
護
者
そ
の
他
の
生
徒
の
就
学
に
要
す
る
経
費
を
負
担
す
べ
き
者
と
し
て
知
事

　
　
が
別
に
定
め
る
者
を
い
う
。
第
二
十
八
条
の
二
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
収
入
状
況
の
届
出
の
受

　
　
理
、
そ
の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
届
出
に
対
す
る
応
答
に
関
す
る
事
務

　
第
二
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
二
十
八
条
の
二
　
条
例
別
表
第
三
の
四
の
二
の
項
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
と
す

　
る
。

　
一
　
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
第
四
条
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
高
等
学
校
専
攻
科

　
　
修
学
支
援
金
の
受
給
資
格
の
認
定
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ

　
　
の
申
請
に
対
す
る
応
答
に
関
す
る
事
務

　
二
　
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
第
十
七
条
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
高
等
学
校
専
攻

　
　
科
修
学
支
援
金
の
受
給
権
者
に
係
る
保
護
者
等
の
収
入
状
況
の
届
出
の
受
理
、
そ
の
届
出
に
係
る
事
実

　
　
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
届
出
に
対
す
る
応
答
に
関
す
る
事
務

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　
職
業
能
力
開
発
校
等
の
行
う
職
業
訓
練
の
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　
令
和
二
年
十
月
六
日

大
分
県
知
事
　
　
広
　
　
　
瀬
　
　
　
勝
　
　
　
貞
　

大
分
県
規
則
第
六
十
四
号

　
　
　
職
業
能
力
開
発
校
等
の
行
う
職
業
訓
練
の
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

　
　
　
す
る
規
則

　
職
業
能
力
開
発
校
等
の
行
う
職
業
訓
練
の
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
五
年
大
分
県
規

則
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
第
三
条
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　
ニ
　
同
時
双
方
向
型
訓
練
の
場
合
、
原
則
、
通
所
に
よ
る
訓
練
時
間
（
集
合
訓
練
、
個
別
指
導
及
び
面

　
　
　
接
指
導
に
よ
る
時
間
を
含
む
。
）
を
総
訓
練
時
間
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
確
保
す
る
こ
と
と
す

　
　
　
る
。

　
第
三
条
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
二
　
訓
練
の
実
施
方
法
　
通
信
の
方
法
に
よ
り
行
う
訓
練
は
、
通
信
の
方
法
に
よ
り
教
材
等
を
配
布
し
、



令
和
二
年
十
月
六
日

大
分
県
報
号
外

二

（
規
則
）

　
　
添
削
指
導
及
び
面
接
指
導
を
行
う
訓
練
（
以
下
「
通
信
制
訓
練
」
と
い
う
。
）
又
は
映
像
・
音
声
に
よ

　
　
り
同
時
か
つ
双
方
向
に
行
わ
れ
、
通
所
の
訓
練
に
相
当
す
る
訓
練
効
果
を
有
す
る
と
知
事
が
認
め
た
訓

　
　
練
（
以
下
「
同
時
双
方
向
型
訓
練
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。

　
第
四
条
第
二
号
中
「
よ
っ
て
行
う
場
合
は
、
適
切
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
添
削
指
導
及
び
面
接
指
導

を
行
う
こ
と
」
を
「
よ
り
行
う
訓
練
は
、
通
信
制
訓
練
又
は
同
時
双
方
向
型
訓
練
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　
ハ
　
同
時
双
方
向
型
訓
練
の
場
合
、
原
則
、
通
所
に
よ
る
訓
練
時
間
（
集
合
訓
練
、
個
別
指
導
及
び
面

　
　
　
接
指
導
に
よ
る
時
間
を
含
む
。
）
を
総
訓
練
時
間
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
確
保
す
る
こ
と
と
す

　
　
　
る
。

　
第
五
条
中
第
三
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
二
　
訓
練
の
実
施
方
法
　
通
信
の
方
法
に
よ
り
行
う
訓
練
は
、
同
時
双
方
向
型
訓
練
と
す
る
。

　
第
五
条
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
四
　
訓
練
時
間
　
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

　
　
イ
　
訓
練
科
ご
と
に
最
低
限
必
要
と
す
る
訓
練
の
総
時
間
及
び
教
科
ご
と
の
訓
練
時
間
は
、
別
表
第
三

　
　
　
の
訓
練
期
間
及
び
訓
練
時
間
の
欄
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

　
　
ロ
　
同
時
双
方
向
型
訓
練
の
場
合
、
原
則
、
通
所
に
よ
る
訓
練
時
間
（
集
合
訓
練
、
個
別
指
導
及
び
面

　
　
　
接
指
導
に
よ
る
時
間
を
含
む
。
）
を
総
訓
練
時
間
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
確
保
す
る
こ
と
と
す

　
　
　
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


